
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

つながりサポート型女性相談支援事業【兵庫県】

目的・目標

事業の特徴

新型コロナウイルスの感染拡大により、望まない孤独・孤立で
不安を抱える女性や解雇等様々な困難・課題を抱える女性が
増加するなか、男女共同参画社会の実現のためには、これら
の不安等を解消しだれもが活躍できる機会を広げることが重
要

R3新規のため目標設定はなし。実績は以下のとおり。
（１）SNS相談事業

・相談件数：２３５件（開設日合計１００日）
（２）WEB居場所事業の実施

■ＣｏＣｏカフェ 参加人数：４６人
■自信ＵＰプロジェクト♡ 参加者数：１２人
■子育てあるあるCafé 参加者数：７人

・NPO等の知見や能力の活用に加え、NPO等民間団体と県立男

女共同参画センター・労働部局・福祉部局等との連携強化により
不安等を抱える女性の社会との絆・つながりの回復を支援

・様々な困難・課題を抱える女性へ適切なアプローチを実施する
とともに、女性活躍の総合的な支援につなげ、広く社会の気運の
醸成・意識啓発を図った。

「ひょうご女性の活躍推進会議」会議構成メンバー

知事、学識者、企業等で活躍する女性、県経営者協会会長、連
合兵庫会長、県商工会議所連合会会頭、県商工会連合会会長
、神戸経済同友会代表幹事、兵庫労働局長、兵庫県市長会会
長、兵庫県町村会会長、神戸新聞社代表取締役社長

女性の孤独・孤立施策に関する連絡会議等において、取組の進
捗管理及び事業効果の検証、今後の課題整理等を行った。

様々な困難・課題を抱える女性の相談支援や居場所づくり等を
行うことで、社会との絆・つながりを回復することができた。
これにより、本県における女性活躍の底上げにつながった。

新型コロナウイルスの感染拡大により、不安を抱える女性はま
すます増加していると考えられることから、不安等を抱える女性
の社会との絆・つながりの回復を引き続き支援することが必要



事業の概要

①SNS相談事業

オンラインのチャット機能を使い、女性相談員が悩みを抱える
女性に寄り添いながら、解決につなげるための情報提供や相
談窓口の紹介など、状況に応じたアドバイスを実施。
②WEB居場所事業
オンラインアプリ（ZOOM）を使い、女性どうしが悩みを話し合え

る居場所を開設。
【ＣｏＣｏカフェ、自信ＵＰプロジェクト♡、子育てあるあるCafé】

③生理用品の配布
SNS相談・Web居場所の広報を兼ねて、経済的理由などでお

困りの方に生理用品を無償配布。

女性に配慮した持続的な生理用品の無償配布方法を研究す
るため、災害時等衛生用品等供給体制研究協議会を設置し持
続可能な生理用品の無償配布のしくみについて報告した。

＜事業ＨＰ（抜粋）＞
https://cocorochat.com/

＜事業のチラシ＞
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